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一 にんじん 

「にんじん」 は 忙しい 時に ちょ つと 一べ ん見 ただけ 

で 印象の 記憶 も 散漫で あるが、 とにかく 近 ごろ 見た う 

ちで はや はり 相当 おもしろい 映画の 一 つで あると 思わ 

れた。 

登場人物の 中で いちばん じょうずな 役者 は 主人公の 

にんじん である。 少しも 芝居く さいと ころがなくて 実 

に 自然に 見える。 幼い 女の子 も 同様で ある。 もっとも 

これ は 何も この 映画に 限った ことで はない。 昔の 

ジャッキ ー . ク ー ガン 以来 小さい 子供 は みんなた いて 



ち こわして しまって いるの は 惜しい ことで ある。 ラマ 

僧の 舞踊 〔# 「舞踊」 は 底本で は 「無 踊 匕 の 場面で も 同様 

によけ いな 芝居が 現実の 深刻 味 を 破壊して しまって い 

る。 

回教徒が 三十日 もの 間 毎日 十二時 間の 断食 をして、 

ほうてき らいはい ざん まい 

そうして 自分の 用事な ど は 放擲して 礼拝 三昧の 陶酔 的 

生活 をす る。 こういう 生活 は 少なくとも 大多数の 日本 

の 都 人士に は 到底 了解ので きない 不思議な 生活で ある。 

ペナ レスの 聖地で 難行苦行 を 生涯の 唯一 の 仕事と 

か ぶ き 

している 信徒 を、 映画館から 映画館、 歌舞伎から 百貨 

店と、 享楽の み を あさり 歩く 現代文明 国の 士女と 対照 



ドブジェンコ のこの 映画に も 前の 「大地」 と 同様な 

静的な 画面 をつな いで 行く手 法が 目につく。 堰 ffii 工事 

の 起重機 や 汽車の 運動 は、 見て いると めまい を 起こす 

ほどで あるが、 しかし その 編集 法 はや はり 静的で 動的 

でない。 

まう まく 

冒頭 の ドニ エブル 河畔 の 茫漠た る 風景 も 静的 である。 

こういう 自然の 中に 生まれた 国民の まね を 日本人が し 

ようとす るの はほんと うに 無意義な ことで ある。 

この 映画 は 文部省 あたりの 思想 善導 映画と して 使わ 

れ うる 可能性 を もっている。 これ は 皮肉で はない。 

(昭和 九 年 六月、 キネ マ 旬報) 



まにして いると 思って うぬぼれ ている。 しかし これら 

の 象が 本気で あばれだしたら 大概の 人間の 知恵で は 到 

底 どうに もなら なくなる ので はない か。 象が 人間に 負 

けて いるの は 知恵の せいで はない。 協力と いう ことが 

できない だけが 彼らの 弱みで はない かと 思われる。 協 

同した 暴力の 前に は 知恵な ど はなん の 役に も 立たない 

こと は 人間の 歴史が 眼前に 証明して いる。 

犀と いう ものが どうに も 不格好な ものである。 しか 

しどうして これが 他の 多くの 動物より もより 多く r 不 

格好」 という 形容詞に 対する 特権 を 享有す る ことにな 

るの か。 



過去の ある 時代に は 犀の ような ものが 時 を 得 顔に 横 

行した こと もあった ので ある。 その 時代の 環境の いか 

なる 要素が 彼らの 生存に 有利であった かが おもしろい 

問題で ある。 

今から 何 万年の 後に 地球上の 物理的 条件が 一 変して 

再び 犀 か あるいは 犀の 後 # かが 幅 をき かすよう になつ 

たと したら、 その 時代の 人間 —— もし 人間が いると し 

たら —— の 目に はこの 犀が おそらく 優美 典雅の 象徴の 

ように 見える であろう。 そういう 時代が 来ない という 

証明 は 今の 科学で はでき そう もない。 

犀に ついて 言われる こと は 人間の 思想に ついても ほ 



も 同様な 例と して あげられる かもしれ ない が、 しかし 

へぴ きんしょう 

この 蛇の ように 僅少な 時間に こんなに 自由に 伸びる 

の は 全く 珍しい と 言わなければ なるまい。 これに は 

き つ と 特別な 細胞 や 繊維の 特異性が あるに 相違な いが、 

ちょっとした 動物学の 書物な どに は、 こうした いちば 

ん われらの 知りたい ような おもしろい ことが 書いて な 

いようで ある。 

からかさ へ び 

主人公の バック 氏が 傘 蛇に 襲われ 上着 を 脱いで か 

ぶせ て 取り 押える 場面が ある。 この場合 は柔 よく 柔を 

へび 

^すと でもい うべき である。 さすがの 蛇 もぐに やぐ 

にやした 上着で はちよ つ とどう していい か 見当が つか 



諸君 もちと あの 猿 や 熊の 顔 を 見学し 研究 するとい い。 

七 漫画の 犬 

このごろ 見た 漫画 映画の 内で おもしろ か つたの は 

ミ ツキ ー マウスの シリ— ズで 「ワン 公大 あばれ」 (プレ 

ィ フル • プル —， r 丄 と 称する ものである。 その 中で 

覚えず 笑い出して しまった 最も 愉快な 場面 は、 犬が 

はえと 

蠅 取り 紙に 悩まされる 動作の 写真 的 描写で ある。 鼻の 

頭に くつ つ いたの を 吹き飛ばそう とすると ころ は 少し 

しり こうちゃく 

人間臭いが、 尻に 膠着した の を 取ろうと してきり き 



いが ある。 

ドン • キホ ー テは ここでい う 人間の 真実 を 描いた 漫 

画 映画の 好 題目で ある。 しかし、 せんだって 上映され 

たシャ リア ピンの 「ドン. キホ— テ」 はそう いう 意味 

ではむ しろ 不純な もので あつたかと 思う。 自分 は 今度 

見た ミ ツキ— マウスの 中の 犬 を 描いた 筆法で ドン • キ 

ホ— テを 描いた 漫画 映画の 出現 を 希望した いと 思う も 

ので ある。 

八 一 本 刀 土俵入り 



今度 初め て 見て この 監督が うわさに たが わず けた 違 い 

ぎりよ う 

にす ぐれた 頭と 技倆の 持ち主 だとい うこと がわかった 

ような 気がする。 将来の 進展に 期待したい。 ただし、 

この ト ー キ— 器械の 科学的 機構 は 未完成で ある。 言語 

が 聞き取れな いために 簡潔な 筋の はこびが 不明瞭に な 

る 場所の あるの は 惜しい。 

(昭和 九 年 九月、 文学界) 

九 カルネラ 対べ— ァ 

拳闘と いう もの はま だ 一 度 も 実見した ことがない。 



ベ— ァ はこれ に比べる と 小さい が、 鋼鉄の ような 弾性 

せいかん はやぶさ きはく 

と 剛性 を 備えた 肉体 全体に 精悍で 隼 のよう な 気魄の 

さか ほこ 

ひらめきが 見える。 どこか 昔日の 力士 逆鋅を 思い出さ 

せる ものが ある。 

最初の 出合いで 電光の ごときべ— ァの 一 撃に カルネ 

ラ の巨軀 がよ ろめいた。 しかし 第三 回 あたりから は、 

自分の 予想に 反して、 ベ— ァ はだいたい において 常に 

守勢 を 維持して ばかりい るよう に 見えた。 カルネラ は 

これに 対して 不断に 攻勢 を 取って、 単調な 攻撃 を ほぼ 

一様な テンポで 繰り返して いるよう に 思われた。 なん 

となく 少し あせりぎ みで、 早く 片を ilz: けようと して 結 



第 十一 回目の ラウンドで、 審判 者 は TKO の 判定 を 

下して ベ— ァの 勝利と なった が、 素人が この 映画 を 見 

ただけ では、 どちらも まだ 何度でも 戦えそう に 見え、 

最後に 気絶して 起きられなくなる ような ところ はこの 

映画で は 見られなかった。 

とにかく 体力と 知力との 戦いと して 見る ときに、 自 

しろ ラと 

分の ような 素人に もこの 勝負の 特別な 興味が 感ぜられ 

るので あった。 

カルネラ は 体重 一 一九 キロ 身長 二 •〇 五メ — トル、 

ベ ー ァは九 五 キロと 一 • 八 八メ — トル だそう で、 から 

だで は 到底 相手に なれない ので ある。 



送った そうで ある。 

友人た ちと この 映画のう わさ をして いたと き、 居 合 

みや もとむ さし さ さきがん リゅ う 

わせた K 君 は、 坊間 所 伝の 宫本武 蔵 対 佐々 木巌 流の 試 

合 を 引き合いに 出した。 武蔵は 約束の 時間 を 何時間 も 

遅刻して さんざんに 相手 を じらした というので ある。 

武蔵 もまた どこか ユダヤ人の ような 頭の 持ち主で あつ 

たの かもしれ ない。 

十 「只 野 凡 児」 第一 一 編 

ぼんじ しっそう 

凡 児の 勤めて いる 会社が つぶれて 社長が 失踪した と 



力.^ ノな くな レ 

この 映画の スト ー リ— の 原作で は、 たしか、 最後に 

忠犬が 猛獣 を 倒して 自分 も その 場で 命 をお とすよう な 

ことにな つてい るかと 思う。 それが 映画で は ハツ 

ピ ー • エンドに なって いる。 たぶんこう しなければ 一 

般 観客のう けが 悪い からであろう。 しかし この こと は 

映画と 小説との 区別に 関して 一 つの 根本的な 問題 を 暗 

示す る。 

小説で は 忠犬 を 「殺す」 ほうが 得策で あるのに 映画 

では 殺さない ほうが 得策 だと すれば、 それ はいった い 

どこから そういう 差別が 生じる かとい うこと である。 



ちょつ とさわ つたと 思う と 両方 一 度にば つ と 後ろ へ 飛 

びし ざ つ てまた にらみ 合う。 にらみ 合う だけで だんだ 

ん 呼吸が せわしく なって 肩 息になる の だとい う。 聞い 

ただけ でもす w j くなる。 

この種の 映画で よく ある 場面 は 一 群の 人間と 他の 一 

群の 人間と が 草原 や 川原で 追い つ 追われつ する 光景 を 

いろいろの 角度から とった ものである。 人間が 蟻 か 何 

かの ように 妙に ちょこちょこと 動く のが 滑稽で おもし 

ろい。 

せんぺん いちりつ 

千篇 一 律で 退屈 をき わめる 切り合い や 追つ 駆けの こ 

ん なに 多く 編入され ている わけが 自分に は 了解で きな 



へび 

人間 も 蛇の まね をして いるので はない。 ただ 普遍な 適 

用 性 を も つ 力学が 無意識に 合目的に 応用され て い る だ 

けで あろうと 思われる。 「自然の 設計」 に 機械的 原理 

の 応用され ている 一 例と して おもしろい 見 ものである _ 

ガ ラガラ 蛇が 横ばい をす るの も 奇妙で ある。 普通の 

蛇で はこ んな 芸当 は で きな いので はない かと 思う。 ザ J 

れが できる とで きないと で 決闘の 際に 大きな ハンディ 

キャップの 開きが ありそう である。 運動の 「自由度」 

が 一 っ增 すからで ある。 

ペリカンの ひながよ ちょち 歩いて は 転倒す る 光景 は 

滑稽で も あり 可憐で も ある。 鳥で も 獣で も 人間で も 子 



供に はや はり 子供ら しい 共通の 動作の ある ことが、 い 

つも この種 類の 映画で 観察され る。 たよりない 幼い も 

の に対する 愛憐 の 情の 源泉が やはり 本能 的な も の だと 

いう ことが、 よくの み 込める ような 気がする。 

こういう 映画 はいくら あつ て も 決して 有リ 過ぎる 心 

配の ない ものであろう。 編集の 巧拙な ど は ほとんど 問 

題に しなくて もよ いかと 思われる。 

十五 吼 えろ ヴ オルガ 

ほ 

「燃え上がる ヴ オルガ」 (俗名、 吼 えろ ヴ オルガ) を 



見た。 映画 は それほど おもしろ いと は 思わなかった が、 

その 中で トロイカの 御者の 歌う 民謡と、 営舎の 中の 群 

集の 男声合唱と を 実に 美しい と 思った。 もっと 聞きた 

いと 思う ところで 容赦な く 歌 は 終わ つてし まう。 

「ハイデル ベル ヒの 学生 歌」 (俗名、 若き ハイデルべ 

ルヒ) でも 窓 下の 学生の セ レネ ー ドは 別と して、 露台 

の ビア • ガル テンで おおぜいの 大学生の 合唱が あって、 

おなじみの ェ ルゴ • ヴ イヴ ァ ー ムスの 歌と ザ ラマン 

ダ • ライ ベンの 騒音が ラインの 谷 を 越えて 向こうの 丘 

に こだます る。 

ロシアで も ドイツで も、 男 どうしが おおぜい 寄リ集 



す 蓄積 的な 影響 は 存外ば かになら ないで あろうと いう 

気がした。 

「映画と 道徳」 という 一 つの 大きな テ ー マが 暗示 さ 

れる。 この 映画 や、 それから たとえば せんだっての 「人 

生の 設計」 など も、 この 大きな 問題 を 考究 するとき の 

資料になる ベ きものであろう。 

映画の 世界の 道徳 は 人間の 世界の 道徳と は 必ずしも 

一 致しなくても よい。 それ は 世界が ちがう からで ある _ 

しかし、 一般の 観客に はこの 二つの 世界の 相違が 明白 

に 意識され ていない。 それで、 映画の 世界で 可能な す 

ベての 事が 人間の 世界で も 同程度に 可能 だとい うよう 



な 錯覚 を 起こす の は 自然の 傾向で ある。 

しかし また、 現在 映画の 世界に のみ 存 する 事象が 将 

来 現 世界に 可能と ならない という 証拠 もない とすると 

現在の 映画の 夢 は 将来の 現実の 実相 を 導き出す 先駆と 

なり 前兆と ならない とも 限らない。 ここに 重大な 問題 

の 骨子が あるよう な 気がする ので ある。 これ はぜ ひと 

もし かるべき 人々 の 慎重な 考究に まつべき ではない か 

と 思う。 

(昭和 九 年 十月、 映画評 論) 
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